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表2 オッチャス老の葬礼 ･経過 (1984年10月10日午前 3時死亡)



































































































































































































































































































































































































まう｡ 森の中を約 2時間追跡 し,後足の艇



















られる. ついで前足♪angonnaを切 り離 し,
左前足を槍に刺 してたてておく｡ 胸骨sov-
ongを八の字に斜めに切 りとり,腹の脂肉
alimasを切 りとったあ と内臓 を開 く｡胃
fowangを切 りとり,内容物をとり除く｡ 脂








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































m)ロマ ソク :死者の BWFBSSS,q) の
注)側線を引いた者は.葬礼にたずさわった親族.また,人名右肩の番号およびアルファベットは,本文に対応 しているo
図4 オッチャス老の親族関係者
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くれることに気づ くだろう｡ 潜在的な敵 とみ
なされる姻族は,敵 と身内の媒介項 として社
会的な両義性をもつとともに,儀礼的にも豊
穣 と災厄の双方を担 う存在として二重の両義
性をもつのである｡
か くして,生活空間,動物,食物や料理法,
anitoなどの範時は,さらに婚姻 を媒介 とす
る親族の社会的範噂 と密接に関連 しながら,
全体 としてのボントック族の象徴的な意味世
界を構成 しているのではないだろうか｡こう
した事象のなかに,ボントック族の伝続文化
の体系性 と持続性 を読みとることができるだ
ろう｡
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